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令和元年度 重点「道の駅」の選定について
～地方創生の核となる「道の駅」の優れた取組を応援します～

「道の駅」は、地方創生を具体的に実現していくための極めて有力な手段であ
り、国土交通省では、関係機関と連携して、地方創生の核となる特に優れた企
画を選定し、重点的に応援する重点「道の駅」の取組を平成２６年度から実施し
ています。

令和元年度は、地方創生や地域活性化の拠点の形成等を目指した「道の駅」
の新たな設置、又はリニューアル等の企画提案を募集し、関東地方整備局管内
では、４件の応募がありました。

この度、企画提案内容を確認し、有識者等のご意見を踏まえ、重点「道の駅」

及び重点「道の駅」候補を選定しました。

＜国土交通大臣選定＞

○重点「道の駅」 ２箇所
今後の施設整備に向け、駐車場や休憩施設等は社会資本整備総合交付金等で重点支援する
とともに、自治体・関係機関による協議会を設け、複数の関係機関の制度の活用等についてワ
ンストップで相談できる体制を構築するなど、ハード・ソフト両面から支援

＜関東地方整備局長選定＞

○重点「道の駅」候補 ２箇所
自治体・関係機関による協議会を設け、複数の関係機関の制度の活用等についてワンストップ
で相談できる体制を構築するなど、主にソフト面から支援。

全国で選定された重点「道の駅」、重点「道の駅」候補は以下のＨＰで公表しています。
http://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/index.html (国土交通省ホームページ)

Michi-No-Eki
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関東地方整備局管内 令和元年度重点「道の駅」選定結果

・茨城県笠間市 道の駅「（仮称）笠間」

・千葉県南房総市 南房総市道の駅（８駅）

重点「道の駅」（国土交通大臣選定）

・群馬県みなかみ町 道の駅「みなかみ水紀行館」

・群馬県前橋市 道の駅「（仮称）まえばし」

重点「道の駅」候補（関東地方整備局長選定）

みなかみ水紀行館
（群馬県みなかみ町）

南房総市道の駅（８駅）
（千葉県南房総市）

（仮称）笠間
（茨城県笠間市）

（仮称）まえばし
（群馬県前橋市）

凡例
○ 重点「道の駅」（２箇所）
○ 重点「道の駅」候補（２箇所）
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○DMOと連携し「笠間」のゲートウェイとして、インバウンドに対応した新たなシステムの導入による観光拠点の形成
○高速道路と鉄道（駅）と連携した公共交通等の集約による交通結節機能の強化
○大学との連携による子育て世代の支援と人材育成の推進
○官学が連携し、主要産業である農業振興の強化

○インバウンドに対応した多様な交通手段（高速バス，市内周遊バス，タクシー等）を
一連で予約可能なシステムの導入（MaaS技術の活用）

○周遊観光促進のための整備（自動運転バスの運行，パーク&バスライドの整備）
○既存高速バス停の活用，道の駅と各鉄道駅を結ぶ周遊バスの運行
○子育て支援設備の充実，常磐大学との連携による子育て相談の実施
○常磐大学，笠間高校，農業公社等と連携した地場農産物を使った商品開発，販売
促進

■DMOと連携した次世代観光拠点の形成
■高速道路ＩＣと鉄道駅との連携による広域ネットワークの形成
■定住人口増加に向けた子育て世代の支援と大学との連携
■大学や高校、農業公社との連携による農業振興

道の駅 「 （仮称）笠間」 （茨城県笠間市） 企画概要 ＜新設＞
かさまかさま

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

笠間 茨城県 笠間市 国道355号 新設 令和3年 一体型

子育て世代の応援

屋根付き
優先駐車スペースオムツの販売

24時間利用可能な
ベビーコーナー

笠間稲荷神社
笠間芸術の森公園

陶炎祭
陶芸体験

笠間つつじ公園

北山公園

愛宕山

施設機能
大学との連携による子育て相談の実施

高速バス シェアカー シェアバイク市内周遊バス

インターネット予約サービス等

新たなシステム（MaaS）の導入

自動運転バス（パーク＆バスライド）の運行

自宅 駐車（パーク）乗換（ライド）

観光地

自動運転技術

有資格者と併せて学生も参加
（教育実習）

子育て相談

人材育成

移動用途に応じた交通手段を選択

子育て相談
コーナー

ＳＩＣ（構想）

友部ＩＣ

定住人口の
増加へ寄与

笠間クラインガルテン

道の駅
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○次世代型「道の駅」を目指す南房総市の挑戦
○次世代型道の駅推進体制の確立と新たな「地域ビジネス」と「地域の稼ぐ力」の創出

○市内８つの道の駅の強靭化×地域創生ビジネスネットワーク×老朽化道の駅のリニューアルによる自律的で持続的な魅力
あふれる南房総に

〇第3セクター統合に向けた検討と準備、道の駅戦略部署の設置
○総合加工場の整備（特産品とミルクを活用した加工品の製造）
○インバウンド観光の促進（JNTO案内所、免税店の設置、DMＯ機能の強化）
○休憩エリアと直売所エリアの拡充により高速道路との連携を強化（ハイウェイオアシス富楽
里×富楽里とみやま）

○子育て応援機能の創設（24時間利用可能なベビーコーナーの設置）と防災ネットワーク化
○老朽化施設の大規模改修

■３つの第3セクターの統合と道の駅戦略部署の創設による、1
次産業と観光の振興を一元的かつ横断的に担う次世代型道
の駅推進体制の確立と老朽化施設のリニューアルにより、次
世代型道の駅に進化させ、地域ビジネスと地域の「稼ぐ力」を
創出する。

■DMO機能の拡大によるインバウンド対応と回遊性の向上

南房総市道の駅 （千葉県南房総市） 企画概要 ＜既設＞
みなみぼうそう

＜実施内容＞＜提案の先駆性・ポイント＞

みなみぼうそう

⑤次世代型道の駅へのリニューアル

①行政と統合3セクによる次世代型道の駅推進
体制を確立

道の駅を核とした雇用促進
～大胆な農業再生
プロジェクトの推進～

②「道の駅」を核に一次産業の高付加価値化！
地域創生ビジネスの推進と「稼ぐ力」の向上

③インバウンドを視野に次世代観光拠点を形成！
訪日外国人旅行者の地域消費を「道の駅」でつなぐ
＊統合第3セクターがDMＯの役割を担い、８つの道の駅を拠点として、

JNTO案内所の設置や着地型ツアーの外国人観光客の受入窓口を整備

24時間利用可能な
ベビーコナーの設置

休憩・直売エリアの拡充による
高速道路との連携強化

授乳室 おむつ交換台 ハイウェイオアシス富楽里 × 富楽里とみやま

＊南房総・花海街道(風景街道)、太平洋岸
自転車道の沿道や周辺地域 の情報発信と
ともに、写真展を開催し、市内の回遊性と地
域消費を向上

④サイクル・バイクツーリズムの回遊ルートの確立！ 風景街道との連携で、市内回遊性と
地域消費を向上 写真展

開催

防災ネットワーク化
南房総・花海街道
（日本風景街道）
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■アウトドア
ラフティングや
キャニオニング、
カヌー等体験プログラムを
32事業者が実施

道の駅「みなかみ水紀行館」 （群馬県みなかみ町） 企画概要 ＜既設＞
みずきこうかん

■登山
谷川岳をはじめ、武尊山、尾
瀬など雄大な山岳景観を望む
ことが出来る。

みなかみ町の現状・課題
・観光客数は横ばいであるが、
観光消費額は減少傾向にある。

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

みなかみ
水紀行館

群馬県 みなかみ町 国道291号
町道温泉街通り線

既設 1996年 単独型

みなかみ町の将来像
・道の駅が集客施設および情報発信施設としての役割を
担うことで、観光客が分野を超え「みなかみ町」を
満喫することによって観光消費額を増加させる。

・官民連携により地元の活性化を目指す。

水上地区

■温泉
趣の異なる大小18の
温泉地「みなかみ18

湯」が点在

■スキー場
水上地区には９つのス
キー場が整備。関東有数
のウィンターリゾートエ
リア

■ダム
町内に５箇所のダムを有し、ダイナミッ
クな景観を楽しめる。

道の駅みなかみ水紀行館再整備イメージ図 水上地区の玄関口である道の駅を利用した
集客・情報発信が不可欠である！

水上地区には豊かな自然環境を
利用した観光資源が多数存在!

道の駅「みなかみ水紀行館」
水上ICから2.4kmに位置し、
水上地区観光の拠点施設とし
て、観光客の集客と情報発信

の役割を担う

○ユネスコエコパークに認定されたみなかみの豊かな自然を生かし、水上地区観光の拠点施設としての魅力の向上
○インバウンド観光の推進により、近年増加するインバウンドニーズに応えるサービス提供の強化を実施
○かわまちづくり協議会や谷川岳ゆけむり街道ルート委員会との連携よる、民間事業者・DMOを中心とした、官民連携による

地域活性化拠点施設としての魅力向上

■2017年6月、みなかみユネスコエコパークとして登録され、自然を生かした観光拠点
として道の駅の活用を検討している。

■2019年3月、道の駅・水上温泉街を含むエリアが「みなかみ町かわまちづくり計画」と
して認定され、かわまちづくり協議会を設置し地域活性化の検討を実施している。

■河川空間と道の駅を一体的に整備し、都市・地域再生等利用区域を利用した官民連
携や、観光産業事業者と情報発信の連携を強化する。

＜提案の先駆性・ポイント＞

○水上ICから立ち寄り易い、優先駐車スペースを含む駐車場整備
○インバウンド対応の看板類の設置
○地元の素材を生かしたカフェの新設
○子育て世代向けの交流の場である公園整備
○利根川上流部の自然を感じることが出来る遊歩道の整備
○かわまちづくり協議会や谷川岳ゆけむり街道ルート委員会と連携
し官民連携した イベント開催による集客

＜実施内容＞
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○先駆的な官民連携による整備・運営・維持管理手法を用いた次世代型観光拠点としての「道の駅」

○民間事業者のノウハウや事業提案を効果的に活用するため事業早期段階において施設内容や事
業費負担等の提案を求める計画付事業予定者公募を実施し選定事業者と基本計画を作成。各施設
の設計・建設、運営・維持管理について民間の独立採算となる範囲をＰＦＩ事業とし事業契約を締結。

○DMOが運営するインバウンド対応型（JNTOカテゴリーⅡ）観光案内所の整備、およびDMOによる
AKAGI e-Bike Community Cycle事業（e-Bikeを用いて本市観光資源等をめぐるガイド付きツアーとレ
ンタサイクル）、自然体験事業（赤城山をフィールドとした秘密の絶景ツアー、スノーシュー、ワカサギ
釣り等の体験ツアー）の実施と都市観光を含めた地域資源の情報発信。

○災害時対応として中圧管供給による都市ガスを用いた発電設備（エネルギーセンター）、災害対応型
ガソリンスタンドを整備。その他、豚肉をはじめとする豊かな農畜産物をＰＲするための直売所、地産
レストラン、加工施設等を整備。

■計画段階から民間と連携するとともにＰＦＩ手法を
取り入れた全国的に類を見ない整備・運営維持
管理の実施

■DMOが主体なって地域資源を発信するインバ
ウンド対応の次世代観光拠点の形成

■災害時のおける活用（緊急避難場所、防災物流
拠点、受援受入拠点）を想定したエネルギーの確
保

道の駅「（仮称）まえばし」 （群馬県前橋市） 企画概要 ＜新設＞
まえばし

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

（仮称）
まえばし

群馬県 前橋市
国道17号
上武道路

新設 令和3年度 一体型

観光案内所

災害対応型ＧＳ

エネルギー
センター

温室
（ハウス栽培）

温浴施設（２Ｆ）

農畜産物
直売所

次世代型観光拠点

防災倉庫

災害時
ヘリポートスペース

加工施設

地産ﾚｽﾄﾗﾝ

先駆的な官民連携による事業手法

・DMOによるインバウンド対応観光案内
・e-Bikeを用いたガイド付きツアーの実施
・地域資源を活かした各種体験プログラムの実施

・事業早期段階において計画付事業予定者公募を実施
・選定事業者と協働で基本計画を作成
・独立採算部分についてPFI事業契約を締結

敷地計画

24ｈトイレ
情報提供施設

計画付事業予定者の公募
【公募内容】施設計画、費用負担等

基本計画作成
（市・選定事業者の協働）

設計・建設
（PFI事業者）

設計・建設
（市）

運営・維持管理
（PFI事業者・指定管理者）

基本計画作成
（市作成）

設計・建設
（市）

※市負担事業の運営・維持管理にいて
はPFI事業者を指定管理者とする想定

運営・維持管理事業者の公募

運営・維持管理
（指定管理者 等）

本事業方式従前方式（一例）

PFI対象事業 市負担事業

PFI事業契約締結
（独立採算部分）
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＜参考＞令和元年度重点「道の駅」 公募概要

○地方創生や地域活性化の拠点の形成等を目指した「道
の駅」の新たな設置、又はリニューアル等の企画提案を
公募

○優れた企画があり、今後の重点支援で効果的な取組が
期待できるものを選定

○令和元年8月8日（木）～11月8日（金）

○ 重点「道の駅」は全国で１５箇所、

重点「道の駅」候補は全国で１５箇所を選定

＜ハード的な支援＞

○道路区域内の駐車場、休憩施設、トイレ、道路情報提供施設等は、

社会資本整備総合交付金（直轄国道以外）及び交通安全施設等

整備事業（直轄国道）の重点配分等により国交省が支援

＜ソフト的な支援＞

○自治体・関係機関による協議会を設け、複数の関係機関の制度の

活用等について、ワンストップで相談できる体制を構築。

○重点「道の駅」候補からの企画提案

○以下に関する企画提案

・次世代観光拠点の形成（DMOとの連携、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光）

・風景街道・道守との連携

・高速道路との連携

・子育て応援

○完成年が古い駅のリニューアル

○計画的な企画検討を促進する観点から、今後も毎年、公募を実施することを予定

公募概要 支援内容

公募期間と選定の流れ

選定にあたり優先的に評価する事項

その他

企画提案書の提出

各地方整備局等から推薦

企画提案の評価・選定
（有識者意見を踏まえ実施）

重点「道の駅」の選定
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